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要 旨

西山 嘉寛：列状間伐及び定性間伐が下層植生に及ぼす影響 岡山県農林水産総合セ

ンター森林研究所研報27：91 - 97（2011）列状間伐及び定性間伐を実施すること

により，木本類及び草本類の種数及び個体数の増加，植被率の上昇が確認された。

林床の植被率を70％以上確保するためには，早期の段階で，スギ・ヒノキの立木密

度を600本程度まで下げる必要があることが示唆された。
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Ⅰ はじめに

近年，森林に対する国民のニーズは多様化しており，

従来からの木材生産だけでなく，森林の多面的機能の発

揮を目的とし，天然更新による広葉樹林化（田内

2011）や針葉樹人工林に広葉樹を導入し，針広混交林と

する動きが顕著となってきている（「広葉樹林化」研究

プロジェクトチーム 2010，兵庫県 2010）。岡山県に

おいても，自然力を生かした針広混交林へ誘導する技術

は，急務の課題である。

しかし，このような動きは，最近，始まったばかりで

あり（田内 2011，「広葉樹樹林化」研究プロジェクト

チーム 2010，兵庫県 2010，三重県科学技術振興セン

ター編 2008），どのような手法で間伐すれば効率的に

針広混交林化を実現できるかについては不明な点が多い。

そこで，県内のスギ・ヒノキ人工林を対象とし，列状間

伐及び定性間伐施工地において，間伐方法の違いによる

下層植生の影響について調査したので報告する。

Ⅱ 調査方法

１ 調査地

間伐作業が林床の下層植生に及ぼす影響を把握するた

め，間伐作業実施後，年数を経過したスギ・ヒノキ人工

林を選び，この中から，2010年５～８月，岡山県苫田郡

鏡野町内（岩屋，大町，富西谷，富東谷），真庭市内

（美甘，上水田），津山市内（上横野，西田辺），勝田

郡奈義町内（馬桑），英田郡西粟倉村内（知社）のおか

やまの森整備公社が所有するヒノキ及びスギ人工林分に

調査地を設定した（図－１，表－１）。調査地内で間伐

処理区と無処理区が設定できた場合には双方を，間伐処

理区しか設定できない場合，間伐処理区のみを設定した。

２ 調査方法

2010年６～11月，各調査地内に縦10ｍ×横２ｍの長方

形コドラートを設定した。次に縦２ｍ×横２ｍの方形コ

ドラートに細分し，この中に定着している木本類及び草

本類の種を同定するとともに，個体数をカウントした。

木本類については，樹高が120cm以上と120cm未に区分し

た。

図－１ 調査地の位置
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各調査地における林床の植被率については，方形コド

ラートごとに目視により５％単位で植被率を推定した。

３ 解析方法

各長方形コドラート内に定着している木本類及び草本

類については，岡山県内の植生分布に関する資料（岡山

県農林部林政課 1986）と照合し，種を同定するととも

に，齋藤ら（2006），北村ら（1972，1974）の文献を参

考にして，種ごとに高木種，それ以外（低木～亜高木

種）に分類した。

種別の出現率は以下の式より求めた。

出現率（％）＝出現プロット数／調査プロット数

×100

各長方形コドラート内に定着している木本類及び草本

類の個体数については，方形コドラートごとに木本類及

び草本類の個体数を小計し，これを長方形コドラート内

で集計し，最後にha換算した。

植被率は，方形コドラートごとの植被率を長方形コド

ラートで集計し，これを平均値化した。

各調査地においては，最低100㎡以上の標準プロット

を設定し，この中の全立木個体について，樹高及び胸高

直径をそれぞれ測定した。樹高は，測高機（ティンバー

テック製VERTEXⅢ TRANSPONERT3）で0.1ｍ単位，胸高

直径は，輪尺または直径巻尺（KINGDOM TAPE）を使用し，

0.1cm単位でそれぞれ測定した。

各調査地内における伐採株数及び全立木個体数をカウ

ントすることにより，ha当たりの間伐前本数及び間伐後

の成立本数を算出した。

Ⅲ 結果と考察

各調査林分に出現した木本類のうち（表－２），種数

を平均すると，無間伐区，間伐区でそれぞれ12.0，21.1

であり（表－３），両者の間には有意な差が認められた

（t検定 p＜0.05）。

出現率の高い種は，間伐区では，クロモジが95.7％，

ヒノキの91.3％，サルトリイバラ，ナガバモミジイチゴ

の78.3％，アカメガシワ，ムラサキシキブの73.9％，ヤ

マウルシの60.9％，エゴノキ，ヒサカキ，ヤマハギ，リ

ョウブの47.8％であったのに対し，無間伐区では，クロ

リモジ100％，サルトリイバラ，ナガバモミジイチゴの
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各66.7％，ヒサカキ，ヒノキ，ヤマウルシの各50.0％の

順となっていた。このうち，アカメガシワ及びエゴノキ

は，皆伐後初期に侵入する先駆的樹種として知られてい

るのに対し，クロモジ，ヒサカキは耐陰性が高く（宮崎

2011），この点について，宮崎ら（2011）は，佐賀県

内の列状間伐地を調査し，間伐前から林床にヒサカキや

イヌツゲ等の稚樹が多かったことを指摘しているが今回

の調査結果からは明らかにならなかった。

一方，静岡県内のヒノキ人工林において，列状間伐実

施後の調査では，出現個体数の上位10種は，ヒサカキ，

モミジイチゴ，コアジサイ，ヤブムラサキ，エゴノキ，

ムラサキシキブ，イズセンリョウ，キブシ，ニガイチゴ

・アラカシの順であり，そのうち高木種はアラカシのみ

であったと報告している（関東・中部林業試験研究機関

連絡協議会「列状間伐研究会」 2010）。

さらに樹高120cm以上の個体のみについて解析した結

果（表－３，－４），無間伐区及び間伐区における木本

類の平均種数は，それぞれ1.2，4.1であり，両者の間に

は有意な差が認められた（ｔ検定 p＜0.05）。各調査

林分に出現した草本類の種数は，平均すると，無間伐区

及び間伐区でそれぞれ5.7，9.7であり（表－３，－５），

両者の間には有意な差が認められた（ｔ検定 p＜

0.05）。

このことについて，スギ人工林においては，木本類及

び草本類の種構成や成長に急激な変化は認められなかっ

たとする報告がある（下園 2011）。この点については，

各調査林分における下層植生の植被状況は，平均する

と，無間伐区及び間伐区でそれぞれ11.7，52.5％であり，

両者の間には有意な差が認められた（t検定 p＜0.01）。

このことは，恩田（2009）が指摘しているように，間伐

作業を実施することにより，新たな木本類・草本類の侵

入・定着を促進させるとともに，水土流出を防止する林

床被覆の効果が高まると考えられる。さらに，間伐作業

を実施した場合，光環境の改善が図られ，木本類の樹高

表－３　間伐処理別の平均種数

無間伐区 無間伐区  

　 木本類 12.0 21 .1

（樹高120cm以上） (1 .2 ) (4 .1 )

　 草本類 5.7 9 .7

計 17.7 30 .8

平均種数
木本類・草本類
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成長も期待できることが推察された。

主林木の立木密度と林床における木本類の個体数の関

係では（図－２），主林木の立木密度がha当たり700本

程度にまで低下すると，林床に侵入・定着する木本類の

うち，樹高が120cm以上の個体数が急増することが示唆

された（図－３）。樹高120cm以上の個体について，さ

らに高木種（付表）に限定すると，今回の調査結果では

スギ，ヒノキ等，主林木の立木密度をha当たり600本ま

で下げなければ，林床に定着する高木種の侵入・定着に

まで結び着いていかないという結果となった。

主林木の立木密度と木本類，草本類及び両者を合わせ

た植被率の関係は，いずれも指数式で近似した結果，１

または５％水準で有意であった（図－４）。たとえば，

木本類と草本類を合わせた植被率を70％以上維持するた

めには，スギ・ヒノキの立木密度をha当たり600本程度

に抑える必要があることが示された。これに関連し，間

伐実施後の立木間距離と植被率の関係をみると，列状・

定性間伐を合わせ，3.9ｍ程度以上あれば，植被率を70

％以上に期待できることが示された。ただし，この数値

は，列状間伐では２列以上の伐採が最低必要となる。
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以上，これまでの結果より，スギ・ヒノキ人工林にお

いて，林床に木本類及び草本類の侵入・定着を図り，水

土保全機能を高めるとともに，針広混交林へと誘導して

いくためには，①高木性樹種の定着を図る，②林床の植

被率を高めるといった対策が必要であると考えられる。

この二点を早期に実現するためには，主林木の立木密度

をha当たり600本程度まで引き下げることも選択肢の一

つとして想定される。

Ⅳ おわりに

本研究は，単県課題「風倒木跡地等に植栽された広葉

樹施業技術の確立」（2008～2010年度実施）の中で，取

り組んだものである。岡山県は，他の都道府県と異なり，

特にヒノキ人工林の比率がスギ人工林に比べ高いという

特質を有している。このような背景下で，間伐実施後，

自然力を活用し，いかに天然更新をスムーズに進めてい

くかは本県の重要な課題である。兵庫県では，天然更新

による広葉樹林化は困難であるとする報告がなされてい

るが（兵庫県 2010），岡山県では，今，実際に間伐施

工地ではどのような状況になっているかを的確に把握し

ておく必要がある。そこで，まず，県内のスギ・ヒノキ

人工林について，林床の下層植生調査を実施したもので

ある。

さて，現在，天然更新の完了は，ほとんどが伐採後５

年以内に発生・定着した稚樹を対象としているが（田内

2011），更新基準や判定時期について，改善すべきと

の指摘がある（正木ら 2003，谷本 1990）。

今回の調査及びその解析では，稚樹サイズを現行の多

くが30cmを採用しているが（田内 2011），これを120c

ｍとした。今回の調査は，間伐実施後，２～５年経過時

点の結果であるが，今後，さらに継続的に調査すること

により，林床植生の遷移状況をさらに明らかするととも

に，最終的には岡山県における天然更新判定基準を明確

化することを目標とするものである。

最後に，本調査に関し，おかやまの森整備公社には，

調査地情報，並びに調査地の提供を快諾いただき，心よ

りお礼を申し上げる。
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